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　　　　　　　　　　　　　　　　　　業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年 3月期中間業績予想および平成17年 3月期通期業績
予想を下記のとおり修正いたします。

　　　　　　　　　　記

１．平成17年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 16年 9月 30日）

（１）中間（連結）業績予想数値の修正
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年 5月14日 発表） 108,000 6,700 3,500

今回修正予想(Ｂ) 113,900 9,300 5,100

増減額(Ｂ－Ａ) 5,900 2,600 1,600

増減率 5.5 38.8 45.7

前期（平成 16年 3月中間）実績 110,523 4,640 2,643

（２）中間（単独）業績予想数値の修正
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年 5月14日 発表） 66,500 4,000 2,000

今回修正予想(Ｂ) 69,900 5,000 2,900

増減額(Ｂ－Ａ) 3,400 1,000 900

増減率 5.1 25.0 45.0

前期（平成 16年 3月中間）実績 69,524 3,026 1,818

（３）修正の理由

　単独については、主要関連業界の好調な設備稼働を受けて主力のガスの出荷が伸びる一方、半導体製造装置

などの販売も好調に推移した結果、売上高・経常利益・中間純利益が当初の予想を上回ることとなりました。また、

当初見込んでいた特別損失が減少したこともあり、中間純利益は大幅に増加しております。

 連結については、単独業績の好調に加え、マチソン・トライガス（米国子会社）の収益が特殊ガスの出荷増などに

より大幅に伸びたこと、サーモス株式会社（国内子会社）の魔法瓶販売が猛暑で急増したことなどによります。



２．平成17年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 16年 4月 1日 ～ 平成 17年 3月 31日）

（１）通期（連結）業績予想数値の修正
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年 7月30日 発表） 290,000 19,000 11,000

今回修正予想(Ｂ) 300,000 22,000 12,000

増減額(Ｂ－Ａ) 10,000 3,000 1,000

増減率 3.4 15.8 9.1

前期（平成 16年 3月期）実績 230,272 13,441 4,541

（２）通期（単独）業績予想数値の修正
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成16年 7月30日 発表） 182,000 13,000 7,500

今回修正予想(Ｂ) 187,000 14,000 8,200

増減額(Ｂ－Ａ) 5,000 1,000 700

増減率 2.7 7.7 9.3

前期（平成 16年 3月期）実績 147,715 9,271 4,463

（３）修正の理由

　合併新会社「大陽日酸株式会社」の通期業績予想については、平成１６年７月３０日に発表しておりますが、今回

の中間業績修正分を加味して、連結および単独の予想数値を修正しております。

　　　　    　　　以　上


